
強
行
突
破
で
ゴ
リ
押
し
さ

れ
た
総
選
挙
が
行
わ
れ
た
。

結
果
は
ご
存
じ
の
通
り
自
民

党
の
思
惑
は
外
れ
、
過
半
数

を
大
き
く
減
ら
す
惨
敗
に
終

わ
っ
た
。

前
国
会
で
野
党
が
内
閣
不

信
任
を
提
出
の
際
、
15
年
前

の
民
主
党
政
権
樹
立
を
「
あ

れ
は
悪
夢
だ
っ
た
」
と
言
い

の
け
た
が
、
今
回
の
選
挙
結

果
を
自
民
党
・
公
明
党
は
ど

う
受
け
止
め
て
い
る
か
。

「
奢
る
も
の
久
し
か
ら
ず
」

で
あ
る
。

さ
て
、
野
党
が
過
半
数
を

制
し
た
も
の
の
、
問
題
は
こ

こ
か
ら
で
あ
る
。
す
で
に
各

野
党
に
様
々
な
形
で
秋
波
を

送
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
ど
う

答
え
、
目
立
と
う
か
と
動
揺

し
て
い
る
姿
が
見
苦
し
い
。

世
論
は
第
一
に
「
政
治
と

カ
ネ
」
に
厳
し
い
審
判
を
下

し
た
の
に
は
、
日
々
の
生
活

が
物
価
高
騰
と
賃
金
が
上
が

ら
な
い
現
状
の
怒
り
の
裏
返

し
で
あ
る
。
国
民
は
今
す
ぐ

に
で
も
有
効
な
政
策
で
の
対

応
を
求
め
て
い
る
。

日
本
共
産
党
が
打
ち
出
し

た
、
消
費
税
を
５
％
に
引
き

下
げ
る
、
最
低
賃
金
を
時
給

１
５
０
０
円
に
引
き
上
げ
る
、

物
価
値
上
げ
に
大
も
と
へ
の

規
制
と
援
助
な
ど
、
今
す
ぐ

に
や
る
し
か
な
い
課
題
が
山

積
し
て
い
る
。
ま
さ
に
生
活

者
に
寄
り
添
っ
た
政
策
の
決

断
と
実
行
が
必
要
で
あ
る
。

財
源
の
問
題
も
、
40
％
台

か
ら
20
％
台
に
引
き
下
げ
た

法
人
税
の
引
き
上
げ
を
自
民

党
も
言
い
出
し
た
。
ま
た
防

衛
費
も
、

今
や
年
８

兆
円
に
も

な
っ
て
い

る
。
「
不

要
不
急
の
支
出
」
と
良
く
言

わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
５
年

間
で
43
兆
円
と
い
う
莫
大
な

軍
事
費
は
今
や
国
民
の
生
活

を
圧
迫
し
、
削
減
で
き
る
も

の
で
あ
る
。

要
は
「
国
民
を
守
る
」
の

は
安
定
し
た
日
々
の
生
活
、

暮
ら
し
無
く
し
て
、
政
治
の

信
頼
と
政
府
へ
の
信
頼
は
生

ま
れ
て
こ
な
い
の
で
あ
る
。

こ
れ
を
肝
に
銘
じ
た
政
治

を
切
に
願
い
た
い
。

（
野
村
貞
夫
前
市
議
）

10
月
27
日
投
開
票
の
総
選

挙
で
、
自
公
は
「
与
党
過
半

数
割
れ
」
と
な
り
、
歴
史
的

敗
北
の
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
流
れ
を
つ
く
っ
た
の

は
、
「
裏
金
づ
く
り
」
を
暴

露
し
、
選
挙
の
最
中
に
も

「
裏
金
非
公
認
議
員
に
政
党

助
成
金
か
ら
２
千
万
円
の
支

給
」
を
ス
ク
ー
プ
し
た
「
し

ん
ぶ
ん
赤
旗
」
と
日
本
共
産

党
の
論
戦
で
し
た
。

日
本
共
産
党
は
、
小
選
挙

区
で
は
沖
縄
１
区
の
赤
嶺
政

賢
さ
ん
の
宝
の
議
席
を
守
り

抜
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、

比
例
代
表
選
挙
で
は
、
残
念

な
が
ら
改
選
９
議
席
か
ら
７

議
席
に
後
退
し
ま
し
た
。

千
葉
県
を
含
む
比
例
南
関

東
で
は
志
位
和
夫
議
長
の
議

席
を
確
保
し
ま
し
た
が
、
複

数
議
席
獲
得
は
な
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

皆
様
方
の
ご
支
援
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

あ
ら
た
な
前
進
を
目
指
し
頑

張
る
決
意
で
す
。

（
し
ら
か
ば
編
集
部
）
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南地域後援会は本町・寿・緑・若松・栄・白山・船戸・新田がエリア

し
ん
ぶ
ん
赤
旗
日
曜
版
が
『
自
民

党
派
閥
パ
ー
テ
ィ
ー
資
金
の
「
政
治

資
金
報
告
書
不
記
載
」
報
道
と
、
引

き
続
く
政
治
資
金
、
裏
金
問
題
に
関

す
る
一
連
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』
で
、

今
年
の
日
本
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
会
議

（
Ｊ
Ｃ
Ｊ
）
大
賞
を
取
り
ま
し
た
▼

受
賞
理
由
に
は
「
公
開
さ
れ
て
い
る

膨
大
な
政
治
資
金
報
告
書
か
ら
、
一

つ
一
つ
を
地
道
に
積
み
上
げ
、
検
察

の
捜
査
に
ま
で
つ
な
げ
、
そ
れ
が
大

政
治
犯
罪
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に

し
た
」
と
あ
り
ま
す
▼
受
賞
後
も
、

旧
石
破
派
の
裏
金
問
題
を
ス
ク
ー
プ
。

投
開
票
日
の
４
日
前
に
は
、
「
裏
金
」

非
公
認
候
補
へ
政
党
助
成
金
２
千
万

円
を
ス
ク
ー
プ
▼
選
挙
後
、
自
民
閣

僚
経
験
者
は
「
赤
旗
裏
金
バ
ズ
ー
カ

に
や
ら
れ
た
。
２
千
万
ス
ク
ー
プ
が

と
ど
め
だ
っ
た
」
、
立
憲
幹
部
は

「
Ｍ
Ｖ
Ｐ
は
共
産
党
と
し
ん
ぶ
ん
赤

旗
だ
」
と
言
い
ま
し
た
▼
朝
日
新
聞

の
川
柳
に
は
「
赤
旗
の
ふ
ん
ど
し
借

り
て
勝
ち
戦
」
と
載
り
ま
し
た
。
残

念
な
が
ら
共
産
党
は
議
席
を
減
ら
し

ま
し
た
が
、
自
公
過
半
数
割
れ
の
貢

献
度
は
抜
群
で
し
た
▼
政
局
報
道
ば

か
り
で
、
権
力
監
視
を
忘
れ
た
忖
度

メ
デ
ィ
ア
が
多
い
中
、
赤
旗
は
な
く

て
は
な
ら
な
い
存
在
で
す
。
政
党
助

成
金
を
受
け
取
ら
な
い
共
産
党
の
85

％
は
赤
旗
な
ど
の
事
業
収
入
で
す
▼

赤
旗
日
曜
版
を
手
に
取
っ
て
み
て
く

だ
さ
い
。
連
絡
頂
け
れ
ば
見
本
紙
を

お
届
け
致
し
ま
す
。

（
Ｒ
）

オ
オ
バ
ン

しんぶん
日 刊 ●月 ３４９７円
日曜版 ●月 ９９０円

赤

旗

連絡をいただければ「しんぶん赤旗」の見本を届けます

総
選
挙
で

自
公
政
権
が
惨
敗

日本共産党我孫子市議団の

ホームページのサイトは

https://jcp-abiko.com/

です。

スマホのＱＲ

コードはこち

らから。→

総
選
挙
の

結
果
に
つ
い
て

Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式

除
細
動
器
）
は
、
誰
で
も

使
え
る
救
命
医
療
器
具
で

す
。最

近
は
町
内
会
や
マ
ン

シ
ョ
ン
管
理
組
合
で
も
Ａ

Ｅ
Ｄ
を
設
置
し
よ
う
と
す

る
動
き
が
あ
り
ま
す
。

我
孫
子
市
で
は
Ａ
Ｅ
Ｄ

を
購
入
ま
た
は
レ
ン
タ
ル

す
る
場
合
、
24
時
間
誰
で

も
使
え
る
状
態
で
設
置
す

る
こ
と
を
条
件
に
（
マ
ン

シ
ョ
ン
の
場
合
は
近
隣
の

住
民
も
使
用
出
来
る
よ
う

に
、
オ
ー
ト
ロ
ッ
ク
ド
ア

の
外
に
設
置
）
対
象
経
費

（
購
入
ま
た
は
レ
ン
タ
ル

費
用
・
設
置
費
用
・
交
換

部
品
費
用
・
保
険
料
な
ど
）

の
２
分
の
１
の
補
助
が
受

け
ら
れ
ま
す
（
上
限
額
：

購
入
25
万
円
・
レ
ン
タ
ル

毎
年
６
万
円
）
。

何
も
し
な
け
れ
ば
心
肺

停
止
か
ら
10
分
で
生
存
率

は
ほ
ぼ
ゼ
ロ
に
な
り
ま
す
。

命
を
救
う
。
勇
気
あ
る

あ
な
た
の
行
動
で
助
か
る

人
が
い
る
の
で
す
。

（
緑

Ｓ
）

Ａ あなたが Ｅ えらぶ Ｄ だいじな行動

総
選
挙

◇

日
本
共
産
党
へ
の
ご
支
援
・
ご
協
力
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

▼アビスタ２階第２和室

（手賀沼公園内）

▼11月23日(土)14:00から

主催 日本共産党我孫子

南地域後援会

市政を語る会と
総会のお知らせ

当日は市議を迎えての市政報告

の後に、総会を予定しています

皆様のご参加をお待ちしています

苦
し
い
国
民
の
生
活
に

寄
り
添
っ
た
政
策
を

今
す
ぐ
に
財
源
の

見
直
し
を

日
々
の
生
活
、
暮
ら
し

を
守
る
政
治
を

しんぶん赤旗スクープにゃー



国
鉄
が
民
営
化
さ
れ
た
１
９

８
０
年
代
、
常
磐
線
は
東
京
へ

の
通
勤
圏
が
取
手
以
北
の
牛
久
、

土
浦
方
面
に
伸
び
て
利
用
者
が

増
え
続
け
、
混
雑
率
も
極
め
て

高
く
な
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め

沿
線
か
ら
も
快
速
電
車
の
延
伸

や
４
ド
ア
車
の
要
望
が
高
ま
り

ま
し
た
。

し
か
し
取
手
以
北
は
石
岡
市

に
あ
る
気
象
庁
地
磁
気
観
測
所

へ
の
観
測
障
害
を
避
け
る
た
め

に
交
流
電
化
と
な
っ
て
い
る
た

め
、
当
時
快
速
電
車
で
使
用
さ

れ
て
い
た
４
ド
ア
ロ
ン
グ
シ
ー

ト
の
１
０
３
系
通
勤
電
車
は
直

流
専
用
の
た
め
使
用
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。

直
流
電
化
区
間
を
北
に
伸
ば

す
こ
と
は
地
磁
気
観
測
の
障
害

に
な
る
こ
と
か
ら
不
可
能
。
常

磐
線
で
も
１
９
８
２
年
以
降
に

交
直
流
用
３
ド
ア
赤
電
４
１
５

系
に
ロ
ン
グ
シ
ー
ト
車
を
導
入

し
ま
し
た
が
、
３
ド
ア
車
で
あ

る
た
め
に
混
雑
時
の
対
応
に
は

限
界
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
頃
、
土
浦
市
や
牛
久
市

の
商
工
会
議
所
や
選
出
国
会
議

員
な
ど
が
中
心
と
な
っ
た
「
県

南
常
磐
線
輸
送
力
増
強
期
成
同

盟
会
」
が
、
「
常
磐
線
快
速
電

車
の
延
伸
」
と
い
う
要
望
を
運

輸
省
（
現
国
土
交
通
省
）
な
ど

に
継
続
的
に
行
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
沿
線
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
の
た
め
、
「
現
在
の
３
ド
ア

中
距
離
電
車
で
な
く
、
快
速
電

車
と
同
じ
４
ド
ア
通
勤
形
電
車

を
投
入
し
て
欲
し
い
」
と
い
う

要
望
で
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
し
て
こ
の
要
望
に
応
え
る

べ
く
、
国
内
初
の
交
直
流
４
ド

ア
通
勤
電
車
Ｅ
５
０
１
系
が
投

入
さ
れ
ま
し
た
。

Ｅ
５
０
１
系
は
JR
東
日
本
が
次

世
代
の
通
勤
電
車
用
と
し
て

「
重
量
半
分
・
価
格
半
分
・
寿

命
半
分
」
の
コ
ン
セ
プ
ト
で
開

発
し
た
通
勤
型
車
両
を
ベ
ー
ス

に
走
行
関
連
機
器
を
交
直
流
電

車
用
に
新
た
に
装
備
し
た
車
両

で
、
１
９
９
５
年
12
月
１
日
か

ら
営
業
運
転
を
開
始
し
ま
し
た
。

（
次
号
へ
続
く
）

（
緑

竹
内
）
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「
ベ
コ
ニ
ア
」

若
松
・
高
橋
祥
子

１０３系通勤電車

常磐線Ｅ５０１系

今
回
は
「
泉
」
を
巡
り
ま
す
。

泉
地
区
は
、
昭
和
46
年
の
天

王
台
駅
開
設
に
伴
い
宅
地
造
成

開
発
さ
れ
ま
し
た
。

柴
崎
の
多
く
と
、
南
の
高
野

山
、
我
孫
子
か
ら
成
り
ま
す
。

北
部
は
「
浅
庭
」
中
央
部
は

あ
さ
に
わ

「
海
老
谷
津
」
と
呼
ば
れ
た
低

え

び

や

つ

地
、
南
部
は
「
本
郷
、
堀
尻
」

と
呼
ば
れ
た
丘
陵
部
で
し
た
。

駅
開
設
と
同
時
に
入
居
が
始

ま
り
、
昭
和
53
年
に
「
泉
」
と

住
居
表
示
さ
れ
ま
し
た
。
入
居

当
時
は
家
庭
用
電
源
が
な
く
、

工
事
用
電
源
を
借
用
し
て
い
た

時
期
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

船
取
線
の
「
泉
交
差
点
」
を

渡
り
「
下
ヶ
戸
・
泉
線
」
を
東

さ

げ

と

に
向
か
い
ま
す
。
北
側
の
常
磐

線
沿
い
の
丘
陵
部
に
は
マ
ン
シ
ョ

ン
が
建
ち
、
通
り
に
沿
っ
て
商

店
が
点
在
し
ま
す
。

左
側
に
、
昭
和
57
年
開
局
の

「
泉
郵
便
局
」
が
あ
り
ま
す
。

や
が
て
、
高
野
山
と
柴
崎
を

行
き
来
し
た
「
旧
道
」
を
南
に

上
る
と
、
昭
和
52
年
に
建
て
ら

れ
た
、
４
階
建
６
棟
か
ら
成
る

集
合
住
宅
「
フ
ァ
ミ
ー
ル
ハ
イ

ツ
」
が
あ
り
ま
す
。
北
側
の

「
エ
ー
デ
ル
幼
稚
園
」
は
閉
園

と
な
り
、
建
物
が
撤
去
さ
れ
造

成
工
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

西
に
向
か
う
と
区
画
さ
れ
た

住
宅
街
で
、
石
垣
で
か
さ
上
げ

さ
れ
た
家
が
目
立
ち
ま
す
。
水

害
の
対
策
で
し
ょ
う
か
。

南
に
入
り
階
段
を
上
る
と
丘

の
上
に
「
泉
台
公
園
」
が
あ
り
、

市
内
が
一
望
で
き
ま
す
。

（
栄

関
口
）

参
考
文
献
「
我
孫
子
の
地
名
と

歴
史
」
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